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取取取りりり付付付けけけ

1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 平らな場所に駐車する。

2. 荷台を装着している場合には以下の作業を行う

A. 昇降シリンダが完全に伸びた状態になるま
で荷台を上昇させるオペレーターズマニュア
ルを参照。

B. ROPS パネルの後ろについている保管用
ブラケットから荷台サポート安全サポートを
取り外す図 1。

g002397

図図図 1

1. 荷台安全サポート

C. サポートをシリンダロッドにはめ込み、サポー
トの端部でシリンダバレルの端とシリンダロッ
ドの端を確実に支える図 2。

g009164

図図図 2

1. 安全サポート 3. 荷台
2. シリンダバレル

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. エンジンを止め、キーを抜き取る。

5. マシンが冷めるのを待つ。

6. 以下の要領でバッテリーの接続を解除する

A. バッテリーカバーを握り込んで、タブをバッ
テリーベースから外す図 3。

g010326

図図図 3

1. バッテリーカバー

B. バッテリーベースからバッテリーを取り外す
図 3。

C. プラスのバッテリー端子からケーブルを外
す図 4。

注注注外したケーブルの端子部分がバッテリー端
子に触れないように十分注意してください。
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g022071

図図図 4

1. 端子カバー 3. バッテリー端子

2. プラス端子 4. バッテリー

2
PTOコココンンントトトロロローーールルルををを取取取りりり付付付けけけるるる
必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

レレレバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが240000001よよよりりり大大大きききいいい車車車両両両にににキキキッッッ
トトトををを取取取りりり付付付けけけるるる場場場合合合ははは、、、手手手順順順115ににに従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。そそそ
れれれ以以以外外外ののの場場場合合合ははは、、、 PTOケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続 (ペペペーーージジジ 5)ににに
進進進みみみままますすす。。。

1. コンソールレバーとギアシフトについているノブ
を全部外す図 5。

g028744

図図図 5

1. コンソールのレバー 2. ギアシフトレバー

2. 中央コンソールのカバープレートの外側エッジ部
をフレームに固定しているねじ6本を外して、カ
バープレートを取り外す図 6。

g028745

図図図 6

1. コンソールのカバープレート 3. 運転席
2. タンクホース 4. シュラウド

3. ラジエターからタンクホースを外し、ホースから
冷却液が漏れないように栓をするかクランプを
掛ける 図 6。

4. 運転席とシュラウドを取り付けブラケットに固定し
ているキャップスクリュ (8本) を外す 図 6。運転
席とシュラウドを外す。

5. ケーブルをコンソールのレバーディファレンシャ
ルロック、レンジ切り替え、油圧昇降に固定して
いるクレビスピンを外す。コッターピンとクレビス
ピンは保管する。

注注注コッターピンとクレビスピンは保管してください。

6. コンソールのレバーをサポートブラケット図 7に固
定しているボルトとナットを外し、レバーサポートブ
ラケットからコンソールレバーアセンブリを外す。
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g028746

図図図 7

1. ナット 3. レバーサポートブラケット

2. ボルト 4. スペーサ

7. アセンブリからスペーサー (図 7) を取り外し、ピ
ボットチューブの所定の位置に新しいPTOレバー
を取り付ける。

注注注各レバーの位置は図 8のようになります。

g028747

図図図 8

1. PTO レバー 4. ピボットチューブ

2. 平ワッシャ 5. スペーサ

3. ウェーブワッシャ

8. 先ほど外した機器類を図 8に示すようにボルトに
取り付ける。

9. 先ほど外したナットを使って、ボルトをレバーサ
ポートブラケットに固定する 図 8。

3
PTOケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる
必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

PTOケケケーーーブブブルルルののの配配配設設設
1. PTO ケーブルを、レバーサポートブラケットの
下に通す。

2. PTOケーブルのクレビスをPTOレバーの穴に入
れ、クレビスピンとコッターピンで固定する図 9。

g028748

図図図 9

1. PTO レバー 3. クレビスピン

2. PTO ケーブルのクレビス 4. コッターピン

3. PTO ケーブルをレバーサポートブラケットの下側
に固定するクランプ1個と六角タップねじ2本を
使用する 図 10。

注注注 PTO レバーは、レンジハイ・ロー切り替えレ
バーがローに切り替えられた状態のときにコノレ
バーと同じ線上に並ぶように位置決めしてくださ
い。
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図図図 10

1. PTO ケーブル 3. クランプ

2. レバーサポートブラケット

4. ケーブルを、既存のケーブルに沿って這わせ
て、トランスアクスルの左前角に取り付けられて
いるケーブルブラケットに導く 図 11。

g028750

図図図 11

1. PTO ケーブル 3. ジャムナット

2. ケーブルブラケット

5. PTOケーブルについている後ジャムナットをゆ
るめて、ケーブルの端部をブラケットに挿入す
る。ジャムナットで、PTOケーブルをブラケットに
仮止めする。

6. シュラウド、運転席、コンソールのカバープレー
ト、レバーのノブを取り付ける; ステップ 2 2 PTO
コントロールを取り付ける (ページ 3)を参照。

注注注 PTOを「入」にセットした時、レバーが中央コ
ンソールプレートに接触しないようにレバーの位
置を調整してください。

PTOケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが 239999999以以以前前前ののの車車車両両両にににつつついいい
てててはははススステテテッッップププ PTOケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続 (ペペペーーージジジ 5)ののの作作作業業業
ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。そそそれれれ以以以外外外ののの車車車両両両にににつつついいいてててははは 4 PTO
をををトトトララランンンスススアアアクククスススルルルににに取取取りりり付付付けけけるるる (ペペペーーージジジ 6)へへへ進進進んんんでででくくく
だだださささいいい。。。

注注注 シリアル番号が 239999999以前の車両について
は、取り付けに必要な部品すべてがキットのの中に含
まれていない場合がありますが、これらはパーツカタロ
グに掲載されています。

1. 中央コンソールのレバーについているノブをす
べて外す 図 12。

g028751

図図図 12

1. 中央コンソールのカバー 2. PTO レバー 取り付けた状
態

2. 中央コンソールのカバープレートの外側エッジ部
をフレームに固定しているねじ6本を外して、カ
バープレートを取り外す図 12。

3. PTOケーブルのクレビスをPTOレバーの下側の
穴に入れ、クレビスピンとコッターピンで固定す
る 図 13。
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g028752

図図図 13

1. PTO レバー 4. PTO レバーサポート
2. PTO ケーブル 5. タップねじ

3. クランプ

4. PTOケーブルをPTOレバーサポートに固定するク
ランプ1個とタップねじ2本を使用する 図 13。

5. PTOレバーケーブルのもう一方の端を、コンソー
ルの右側にある開口部とコンソール後部のケー
ブルホルダーに通す (図 14)。
注注注ケーブルを既存のケーブルに沿って、トランス
アクスルの前部左隅に取り付けられたケーブルブ
ラケットまで配線する。

g028750

図図図 14

1. PTO ケーブル 3. ジャムナット

2. ケーブルブラケット

6. ケーブルについている後ジャムナットをゆるめ
て、ケーブルの端部をブラケットに挿入する。
ジャムナットで、PTOケーブルをブラケットに仮
止めする。

7. キットに入っているタップねじ3本を使用して、PTO
レバーサポートをコンソールの右側に取り付ける。

注注注 レバーの位置は図 8に示されています。
8. コンソールプレート表面をきれいに拭いてから、
図 15に示すように、PTOレバーの横に操作説明
デカルを貼り付ける。

g028754

図図図 15

1. コンソール 2. 操作説明デカル

9. コンソールカバープレートを取り付け、各レバー
にノブを取り付ける。

注注注 PTOを「入」にセットした時、レバーが中央コ
ンソールプレートに接触しないようにレバーの位
置を調整してください。

4
PTOをををトトトララランンンスススアアアクククスススルルルににに取取取りりり
付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

トトトララランンンスススアアアクククスススルルルカカカバババーーープププレレレーーートトトををを取取取
りりり外外外すすす

注注注以以以下下下ののの作作作業業業ははは、、、特特特ににに明明明記記記ささされれれててていいいななないいい限限限りりりすすすべべべててて
ののの車車車両両両ににに共共共通通通ででですすす

1. 油圧ホースをトランスアクスルカバープレートの
フィッティングから外す (図 16)。

注注注 ホースの端にキャップをして、汚染物質が
ホースに入るのを防ぐ。
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g028755

図図図 16

1. トランスアクスルのカバー
プレート

3. フィッティング

2. 油圧ホース

2. カバープレートからフィッティングを外す。

3. 図 17に示すように、小さいOリングをフィッティン
グに取り付ける。

g528434

図図図 17

1. フィッティング 2. 小さい リング

4. フィッティングを新しいPTOの前面に取り付け、
図 18に示すようにフィッティングを位置決めする。

g028756

図図図 18

1. PTO 2. フィッティング

5. カバープレートをトランスアクスルに固定している
ボルト5本、ロックワッシャー、ナットを取り外し、
Oリングシールが損傷しないように慎重にカバー
プレートを取り外す (図 18)。

注注注留め具は後で取り付けるために保管しておく。

PTOををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 2つの位置合わせピンをトランスアクスルの穴の、
図 19に示す位置に取り付ける。

2. トランスアクスルカバープレートから取り外した大き
なOリング、取り付けボルト、ロックワッシャー、
およびナットを使って、PTOアセンブリをトランス
アクスル図 19に取り付ける。

注注注 PTOアセンブリを取り付ける際には、損傷を
防ぐために、大きなOリングがトランスアクスル
の溝にしっかりはまっていることを確認してくださ
い。古いOリングは再使用しないでください。
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g528422

図図図 19

1. PTO 3. 大きい リング

2. アライメントピン

3. 取り外した油圧ホースからキャップを取り外し、前
に取り外したクランプを使ってホースをPTOフィッ
ティングに取り付ける。

注注注接続する前に、ホースとフィッティングが汚れ
ていないことを確認する。

4. センターコンソールのPTOレバーを一番後ろコン
ソール後方に動かし、トランスアクスルのPTOレ
バーアーム図 20を右側助手席側に動かす。

g028758

図図図 20

1. PTO レバーアーム 3. PTOスイッチコネクタ
2. ケーブルのクレビス

5. クレビスピンがクレビスとレバーアームの位置合
わせされた取り付け穴から自由に落下するまで、

ケーブルクレビス、ジャムナット、またはクレビス
とナットの両方 (ケーブルをブラケットに固定して
いる) を調整する (図 20)。

6. コッターピンでクレビスピンを固定し、ケーブルを
ケーブルクレビスに固定するジャムナットを締め
てから、ケーブルをブラケットに固定するジャム
ナットを締める。

7. PTOの前にあるワイヤーハーネスからジャンパー
ケーブルを取り外す。

8. ワイヤーハーネスをバッテリープラスケーブルの
下に配線し、ワイヤーハーネスコネクタをPTOス
イッチコネクタに接続する。

9. キャップネジ4本、スペーサー2個、およびロック
ナット4個を使って、PTOシールドをリアフレーム
チューブに取り付ける (図 21)。

g028759

図図図 21

1. PTO シールド

10. 警告デカールを、ヒッチポイントのすぐ上の、既
存のデカールの隣にあるロアリアクロス チューブ
に貼り付ける (図 22)。

g028760

図図図 22

1. 後部のクロスチューブ 2. 警告ステッカー
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11. キットに同梱のケーブルタイ5本を使って、PTO
ケーブルを既存のワイヤリングハーネスに固定
する。

5
PTOののの取取取りりり付付付けけけののの最最最終終終仕仕仕上上上げげげ
ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. バッテリーケーブルをバッテリーに接続し、バッ

テリーカバーを取り付ける; 1 マシンの準備を行
う (ページ 2)を参照。

2. インタロックシステムを点検するオペレーターズ
マニュアルの「インタロックシステムを点検す
る」を参照。

3. エンジンを停止し、トランスアクスルのPTOハウ
ジング取り付け部近辺にオイル漏れがないか点
検する。

注注注 オイル漏れがある場合には修理を行う。

4. エンジンを始動してPTOの試運転を行う。
5. 荷台昇降シリンダのロックを解除して安全サポー

ト保管用ブラケットROPSパネルの裏側に収納す
る; 1 マシンの準備を行う (ページ 2)を参照。

6. 荷台を降ろし、エンジンを停止する。

運運運転転転操操操作作作
警警警告告告

PTOががが接接接続続続ささされれれたたたままままままででで車車車両両両のののギギギアアアををを操操操作作作すすするるる
ととと、、、車車車両両両ががが突突突然然然動動動ききき出出出しししててて周周周囲囲囲ののの人人人間間間ををを巻巻巻ききき込込込んんん
だだだ人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• PTOアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが完完完全全全ににに停停停止止止すすするるるまままでででははは、、、
たたたとととえええクククラララッッッチチチををを踏踏踏みみみ込込込んんんでででいいいてててももも車車車両両両のののギギギ
アアア操操操作作作をををしししななないいいこここととと。。。

• 必必必ずずず、、、PTO出出出力力力シシシャャャフフフトトトののの周周周囲囲囲ややや車車車両両両ののの前前前後後後
ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

危危危険険険
カカカバババーーーののの掛掛掛かかかっっっててていいいななないいい回回回転転転スススプププララライイインンンががが衣衣衣服服服ををを
巻巻巻ききき込込込むむむととと死死死亡亡亡事事事故故故ににに直直直結結結すすするるる。。。

• PTO シシシャャャフフフトトトのののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが接接接続続続ささされれれててていいい
ななないいいととときききははは、、、PTOレレレバババーーーををを手手手前前前ににに引引引いいいてててPTO
ををを解解解除除除しししててておおおくくくこここととと。。。

• PTOにににはははシシシーーールルルドドドががが付付付属属属しししててていいいるるる。。。こここのののシシシーーールルル
ドドドををを、、、必必必ずずず車車車両両両ににに適適適切切切ににに取取取りりり付付付けけけててておおおくくくこここととと。。。

• PTOシシシャャャフフフトトトにににアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを接接接続続続すすするるる時時時にににははは
必必必ずずずPTOををを解解解除除除状状状態態態にににしししててておおおくくくこここととと。。。

注注注意意意
慣慣慣性性性ののの大大大きききなななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトト刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキやややブブブロロロ
アアアををを搭搭搭載載載しししててていいいるるるとととシシシフフフトトトににに大大大きききななな力力力ががが必必必要要要とととななな
りりり、、、あああまままりりり頻頻頻繁繁繁にににシシシフフフトトトををを繰繰繰りりり返返返すすすとととトトトララランンンスススアアアククク
スススルルルががが破破破損損損すすするるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• PTOががが作作作動動動しししててていいいるるるととときききにににははは、、、走走走行行行しししななながががらららののの
シシシフフフトトト操操操作作作ををを行行行わわわななないいいこここととと。。。

• 慣慣慣性性性ののの大大大きききいいいアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトをををPTOででで駆駆駆動動動すすするるる
場場場合合合にににははは、、、必必必ずずずオオオプププシシショョョンンンのののオオオーーーバババーーーララランンンニニニンンン
グググクククラララッッッチチチををを使使使用用用すすするるる。。。
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使使使用用用方方方法法法
PTOはエンジンの駆動力をトランスアクスルから取り出
し、この力を、車両後部にある標準回転速度540rpm
のスプライン付きシャフトに供給するものです。PTOの
駆動力は、走行しながら動作するアタッチメントでも停
止状態で動作するものにも利用可能です。

注注注回転速度についての詳細は、各アタッチメントのオ
ペレーターズマニュアルを参照してください。

10
 



走走走行行行しししななながががらららのののPTO操操操作作作
重重重要要要 PTOののの動動動作作作ををを開開開始始始さささせせせるるる時時時ははは、、、必必必ずずず車車車両両両ががが停停停止止止
しししててていいいるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. トランスミッションをニュートラルにセットする。

3. クラッチペダルを一杯に踏み込んでエンジンを
始動する。

注注注 PTOレバーが OFF位置にないとエンジンは
始動できません。

4. PTOレバーのシフト動作は以下のように行う

重重重要要要 走走走行行行中中中にににPTOののの入入入切切切操操操作作作ををを行行行うううとととPTOががが
破破破損損損すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。PTOのののシシシフフフトトトををを行行行ううう時時時
ははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。

• シリアル番号が 239999999以以以前前前の車両では
PTO レバーを前前前方方方ににに一杯に倒すと入。

• シリアル番号が 240000000以以以降降降の車両では
PTO レバーを後後後方方方ににに一杯に倒すと入。

5. トランスミッションを希望するギアに入れる。

6. 駐車ブレーキを解除する。

7. クラッチペダルからゆっくりと足を離す。

PTOの動作を停止するには、クラッチペダルを一杯に
踏み込んだ状態でPTOレバーを解除位置に動かす。

注注注 一時的にPTOを停止させたい場合には、クラッチ
ペダルを一杯に踏み込んで車両が完全に停止するの
を待っても構いません。

停停停止止止状状状態態態でででのののPTO操操操作作作
重重重要要要 PTOののの動動動作作作ををを開開開始始始さささせせせるるる時時時ははは、、、必必必ずずず車車車両両両ががが停停停止止止
しししててていいいるるるここことととががが必必必要要要ででですすす。。。

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. トランスミッションをニュートラルにセットする。

3. クラッチペダルを一杯に踏み込んでエンジンを
始動する。

注注注 PTOレバーが解除位置にないとエンジンは
始動できません。

4. PTOレバーのシフト動作は以下のように行う

重重重要要要 走走走行行行中中中にににPTOののの入入入切切切操操操作作作ををを行行行うううとととPTOががが
破破破損損損すすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。PTOのののシシシフフフトトトををを行行行ううう時時時
ははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。

• シリアル番号が 239999999以以以前前前の車両では
PTO レバーを前前前方方方ににに一杯に倒すと入。

• シリアル番号が 240000000以以以降降降の車両では
PTO レバーを後後後方方方ににに一杯に倒すと入。

5. クラッチペダルからゆっくりと足を離す。

PTOの動作を停止するには、クラッチペダルを一杯に
踏み込んだ状態でPTOレバーを解除位置に動かす。

注注注一時的にPTOを停止させたい場合には、クラッチペ
ダルを一杯に踏み込んでトランスアクスルとPTOの回転
完全に停止するのを待っても構いません。
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組組組込込込宣宣宣言言言書書書

モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

07419 — ヘビーデューティワークマ
ン用後部PTOキット REAR PTO KIT 汎用作業車 2006/42/EC

2006/42/EC別紙 VIIパートBの規定に従って関連技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

確認済み 権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro Europe NV
Nijverheidsstraat 5
2260 Oevel
Belgium

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
12月 24, 2024

 



UK Declaration of Incorporation
モモモデデデルルル番番番号号号 シシシリリリアアアルルル番番番号号号 製製製品品品ののの説説説明明明 請請請求求求書書書ののの内内内容容容 概概概要要要 指指指示示示

07419 — ヘビーデューティワークマ
ン用後部PTOキット REAR PTO KIT 汎用作業車 S.I. 2008 No. 1597

S.I. 2008 No.1597のSchedule 10に基づいて、関連する技術文書が作成されています。

本製品は、半完成品状態の製品であり、国の規制当局の要求があった場合には、弊社より関連情報を送付い
たします。ただし、送付方法は電子的通信手段によるものとします。

この製品は、製品に付随する「規格適合証明書」に記載されている承認済みのトロ社製品に取り付けることに
よって、関連する諸規制に適合するものであり、そのような状態でなければ使用することができません。

This declaration has been issued under the sole responsibility of the manufacturer.
The object of the declaration is in conformity with relevant UK legislation.

権限を有する代表者

Marcel Dutrieux
Manager European Product Integrity
Toro U.K. Limited
Spellbrook Lane West
Bishop's Stortford
CM23 4BU
United Kingdom

Tom Langworthy
エンジニアリング担当取締役
8111 Lyndale Ave. South
Bloomington, MN 55420, USA
12月 24, 2024

 



 




